
 

日常生活における「ヒヤリ・ハット」を掘り起こすために、東京都ではインターネットアンケート調査を実施し

ています。今回は、乳幼児が使う製品及び保護者が使う乳幼児を育てるための製品によるヒヤリ・ハット経験

を調査し、その結果及び注意ポイントをまとめた事故防止ガイドを作成しました。  
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平成２７年１０月２９日  

生 活 文 化 局

  

乳幼児のヒヤリ・ハット調査を実施！ 

～「乳幼児の身の回りの製品事故防止ガイド」を作成～ 

 

１ 調査結果 

 

【問合せ先】 

消費生活部生活安全課 商品安全係  
            電話 03-5388-3082 

詳しい内容は、こちらをご覧ください。 

 

http://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/anzen/hiyarihat/ 

★ 乳幼児が使う製品では「おもちゃでヒヤリ！」が最も多い！  
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靴下[305件] 

タイツ、ストッキング[62件] 

スリッパ等室内履き[805件] 

ウォーキングシューズ[138件] 

スニーカー、運動靴、ズック[341件] 

トレッキング・シューズ、登山靴[68… 

ヒールのついた靴、革靴等[341件] 

サンダル(バックベルトつき)[100件] 

サンダル(つっかけ)[1087件] 

長靴、雨靴[135件] 

ケガをして、通院または入院した 

ケガをしたが、医療機関は受診しなかった 

転倒したが、ケガはしなかった 

転倒しそうになってﾋﾔﾘとしたりﾊｯとしたりした 

★ 乳幼児を育てるための製品では「移動用具でヒヤリ！」が最も多い！  

2,647 件の 

事例を収集！ 

●項目別では、おもちゃ：538件、飲食物・食器等：210件、 

衣服等身につけるもの：201件、その他日用品：299件で、 

危害及びヒヤリ・ハットの経験がありました。(報告書：P7) 
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【項目別】危害及びヒヤリ・ハット経験数 

危害 

ヒヤリ・ハット 

●項目別では、移動用具：698件、衛生用品：212件、 

乳幼児向け安全グッズ：197件、その他育児用品：292件で、 

危害及びヒヤリ・ハットの経験がありました。(報告書：P7) 

 

【おもちゃによる事例】 （報告書 P14） 

◎三輪車で前のめりに転倒し地面にあごを強打、出血した。（男3歳）   

◎ブロックを鼻に入れてしまい、ピンセットでは取れず病院へ行った。 

（女 2歳）   

 

●製品別ではベビーカーで 397件と、他の製品と比較して多数の経験が見られました。 

⇒子供をベビーカーから降ろして、たたむ時に指を挟んでしまった。 (女 1歳)  (報告書：P15) 

【移動用具による事例】 （報告書 P14） 

◎前かがみで抱っこひもを背中で止めようとした時に子供が頭から落ち

てしまった。（男１歳） 

◎子供を自転車に乗せたまま忘れ物を取りに玄関に戻っているうちに自

転車が倒れた。(男 2歳)  

 

（報告書：「乳幼児を育てるために使う製品による危険」） 
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【項目別】危害及びヒヤリ・ハット経験数 

移動用具 
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●また、製品別では歯ブラシで 243件と、ほかの製品と比較して多数の経験が見られました。 

⇒歯ブラシをくわえたままソファーでジャンプして転び、のどの中を 

突いてしまった。（男３歳） (報告書：P48) 

 

 

（報告書：「乳幼児が使う製品による危険」） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
                              

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

３ 今後の取組 

「乳幼児の身の回りの製品事故防止ガイド～ヒヤリ・ハットレポート No.12

～」を、都内の消費生活相談窓口、保育園、幼稚園等に配布し、都民への

啓発に取り組むとともに、事業者団体等へ調査結果を情報提供します。（サ

イズ：A４、８ページ） 

【インターネットアンケート調査概要】 

  ◆「乳幼児が使う製品による危険」「乳幼児を育てるために使う製品による危険」 

   調査対象：東京都及び近県に居住する未就学児の保護者３，０００人 

   調査時期：平成２７年１～２月 

  

★「乳幼児の身の回りの製品事故防止ガイド」では、乳幼児の身の回りの製品でのヒヤリ・ハット

事例の紹介、子供の成長に合わせた安全のためのアドバイスを掲載しています。 

 

●乳幼児の「誤飲(No.3)」

「やけど(No.9)」「転落・転

倒(No.11)」の事故防止ガ

イドも配布中です。WEB

でもご覧になれます。 

《参考》 

◎ ヒヤリ・ハット…ケガには至らないが、ヒヤリとしたりハッとすること。 

◎ 危害…ケガややけど等を負うこと。 

 

２ 事故防止ガイドの概要 

DATA 

★乳幼児が使う製品による危害及び 

ﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄ経験の有無（報告書Ｐ5） 

★乳幼児を育てるために使う製品による 

危害及びﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄ経験の有無（報告書Ｐ5） 

【表紙】 

Point!  

乳幼児の身の回
りの製品による
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